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ン ツは1958年に短 編 集 "Jager des spotts
―― Geschichten aus dieser Zeit``を出してい
て,この中には表題作 ,,Jager des Spotts“の他
に十二の短編が入ってお り°,1960年の短編
集 ,,Feuerschir“と共に初期短編群を形作って
いる。ここでは,初期短編集 ,,,ger des Spotts“
から特に三短篇を抜き出して, この現代 ドイツ
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屈指の物語の名手と言われるレンツの語 りにつ
いて考えてみたい。
その際,物語を語 りとして成立せしめている
作品の構造に特に注意を傾 lrナ,それを Erzah―
lungの構造として分析し,レンツ文学考察の一
助としたい。Erzahler(語り手)とPerson(登
場人物)とAutor(書き手)の三者をErzahlung
において明確に区別する方法もあるが5), ここ
ではこの様な理論的形式にこだわらずに,当該
作品である三短篇のErzahlungを成立せ しめ
ている作品内の具体的場,状況,つまり,作品
の内容,表現におけるErzahlungの構造分析が
論題の中心になる。作品を具体的活性的に分析
していくので,当然作品解釈 とも直ちにつな
がっていくのであり, レンツ文学に看取される
作品解釈上の曖味さの理由の一端に触れること
にもなっていく。
ところで,文学研究,特に具体的作品分析の
ために何が有効なものとして想定されるのか,
構造主義的な思考法から出発して, この論の前
提となる基本的考え方を述べてみたい。まず,一
個の (短篇)作品はそれ自体で独立したもので
あり,全体で一つの物語を形作っているという,
作品の独立性の問題がある。そして次に,作品
そのものの独立性の保証になるものとして,物
語の一貫性 (細部及び微細部の破綻は別にし
て),即ち独立した物語としての作品の組織的全
体的統一秩序が作品の自律性 として挙げられ,
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